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第３回で実施するワークの目的、流れ
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ワークショップの目的

◼ 第３回講座で実施するワークショップの目的

• 過去２回の講座：「脱炭素の必要性」「環境省や県の脱炭素への思い」「先行自治体の取組例」の理解

      各市町のビジョンや課題の情報共有

• 第３回の講座：具体的な施策を検討し、実施に至るまでのロールプレイングを通して各市町での施策実施の足掛かりとする

過去2回のワーク

第1回・第2回前半
• 脱炭素の必要性の理解
• 環境省や県の脱炭素へ
の思いの理解

• 「先行自治体」の事例の
理解

第３回
• 「仮想の市町」の目指すべき
まちのビジョンをもとに、具体
的取組（施策）を検討

• 実施に至るまでのロールプレ
イング

第3回のワーク（今回）

第2回後半
• 部課長級に向けた、
各市町のビジョン・課題
の共有

• 横連携できる関係の醸
成
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第３回ワークショップの概要

施策とりまとめ
施策の課題解決策

に関する議論

取り組みスケジュー

ル設計
発表

• 事前準備の発表
• 事前準備シートをもとに施策を

とりまとめる

• 事前準備した施策実施
     に向けた課題を共有
• 課題に対する解決策

 について検討

• 取り組む施策の
全体スケジュールを検討

仮想まちの情報

把握

実行中・実行予定

の施策洗い出し
事例集参照 課題検討

• 配布資料から仮想まちの
ビジョンや特徴を把握

• まちのビジョンに合う、
市町で実行済み・実行中・
実行予定の施策を洗い出す

• まちのビジョンに合った
実行施策がなかった場合、
事例集を参照し施策を追加

【事前準備】

【本日のワーク

• 施策を実施するにあたっての
課題を検討する
（資金面の課題も検討）

• 5分間×４回

対応範囲
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はじめに：グループ分けについて

■Ａグループ
南伊勢町・御浜町・大紀町
紀北町・紀宝町

■Ｂグループ
多気町・いなべ市・玉城町
亀山市・菰野町

■Ｃグループ
鳥羽市・志摩市・尾鷲市
伊勢市・熊野市

■Dグループ
鈴鹿市・四日市市・伊賀市
桑名市・津市

■Ｅグループ
木曽岬町・川越町・朝日町
東員町・名張市

■Ｆグループ
明和町・度会町・松阪市・大台町

◼ ワークショップにおけるグループ分け

• 以下のグループ分けでワークを進行していく。
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各グループのビジョンについて

■Ａグループ
南伊勢町・御浜町・大紀町・紀北町・紀宝町

■Ｂグループ
多気町・いなべ市・玉城町・亀山市・菰野町

■Ｃグループ
鳥羽市・志摩市・尾鷲市・伊勢市・熊野市

■Dグループ
鈴鹿市・四日市市・伊賀市・桑名市・津市

■Ｅグループ
木曽岬町・川越町・朝日町・東員町・名張市

■Ｆグループ
明和町・度会町・松阪市・大台町

自然資源の地産地消と○○と脱炭素の
調和が図られたまち

観光と○○と脱炭素の
調和が図られたまち

産業発展と○○と脱炭素の
調和が図られたまち

◼ ワークショップにおけるグループ毎の「目指すべき町のビジョン」を設定

• 以下のグループ分けでワークを進行していく。

• ビジョンについて、各市の特色にあったテーマがあれば必要に応じて○○の部分を追加。



6

事前課題の内容
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事前課題で用いる資料

◼ 事前課題で用いる資料 計２点

• 事前課題シート（①施策記入シート ②課題記入シート）

• 事例集

【施策記入シート】 【事例集】

【課題記入シート】
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事前課題の流れ

実行中・実行予定の

施策洗い出し
事例集参照 課題抽出

①

実行中・実行予定の施策洗い出し

・自身の自治体で実行中、または実行予定の施策のうち、仮想まちでも取り組めそうな施策を洗い

出す

②

事例集参照

・自身の自治体の施策が仮想まちの施策として合致しない場合、事例集から有効と思われる施策を

検討する

③

課題抽出

・仮想まちの施策を実行する場合に発生しそうな課題を検討する

作業

事前課題シート
①施策記入シート

に記入

事例集を確認し、
事前課題シート
①施策記入シート

に記入

事前課題シート
②課題記入シート

に記入
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事前課題の進め方 ①仮想まちの情報把握 ➁施策洗い出し

◼ 事前課題の対応手順

① 自身の割り当てられたグループの目指すべきビジョンとまちの特色を把握する

※まちの特色については、グループごと特性前提資料により詳細な情報が掲載されている

② まちの特色を活かして目指すべきまちのビジョンを達成するための脱炭素施策を2つ記載する

1. 現在、自身の市町村で取り組み予定 or 取り組んでいる or 取組が完了している施策を記載

2. もし現時点で取り組み予定・進行中の施策がない場合は、事例集を参考にして施策を検討のうえ記載

前提情報
・目指すべきまちのビジョン
・まちの特色

入力項目
・脱炭素施策（２つ）
・今後取組予定の施策
・現在取り組んでいる施策
・取組が完了している施策
→いずれもない場合
・事例集を参考にした施策 ※次ページ
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事前課題の進め方 ③事例集参照

・「まちの特色」
・「目指すべきまちのビジョン」
より施策として有効そうな事例
を参照

イメージ図を参考にして、
施策を想像・検討する

◼ 事例集の参照手順

① 事例集P.2～3 参考Ⅰ 各取組主体の取組事例集 を参照する。

 「まちの特色」「目指すべきまちのビジョン」より、活用できそうな施策を選択する。

② 事例集P.4～9 参考Ⅱ 目指す姿の事例 を参照
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事前課題の記載例

行政が脱炭素促進及びランニングコスト削減のため、公共施設の屋根に自家消費型太陽光発電設備を最大限導入、
さらに余剰電力活用のために蓄電池を導入することで、学校等の施設の災害対策機能を強化する。

行政から事業者へ、自然資源の地産地消のために、地域産材を活用した住宅建築、新築＆リノベーションにおける
ZEH化推進に対する補助金支援を実施

「どの取組主体が」 「どのような目的で」
 「誰に」「何を行うか」を意識して作成。
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事前課題の進め方 ④課題抽出

・施策を実施するにあたって想定され
る課題を抽出する。
・抽出した課題を①～④に分類して
記載する。

◼ 施策を実施するにあたって想定される課題を記載。

① 施策を実施する時に、想定される課題を抽出する。

② 抽出した課題を「①人的・組織的課題」「②経済的課題」「③設備・技術的課題」「④その他課題」に分類して具体的に記載する。
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課題記入シートの記載例

公共施設の屋根に自家消費型太陽光発電設備を最大限導入、余剰電力を蓄電して学校等の施設の
災害対策機能を強化する。

地域産材を活用した住宅建築や、新築＆リノベーションにおけるZEH化推進に対する補助金支援

・公共施設の屋根に自家消費型太陽光発電設備
を導入する際、施設を管理する部署や営繕課の協力を
得られず、施策推進が滞る。

・太陽光発電設備導入の予算（財源）の確保

・住民への「ZEH化推進」補助事業を進める予算
（財源）の確保

・想定される課題を①～④に分類し
て記載する。
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